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略 歴ご
地球上の生物は重力に抵抗しながら、３次元の適切サイズの個
体と器官を形成する。また、器官の恒常性を維持するため、不適
切な細胞を排除する仕組みを備えている。しかしながら、これら形
成や維持制御に関与する分子機構については未解明な点が多
い。本講演では、肝形成不全マウスの作出からスタートした我々
の研究成果を、器官形成不全メダカ変異体と、哺乳動物の細胞
競合の２つの観点から紹介する予定である。また、現在取り組ん
でいる肝疾患治療への応用も議論したい。
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生物を情報の観点から考える「シグナル伝達学」を基盤に置いて、「細胞社会が内包す
る協調と競合の仕組み」や「高次細胞社会である組織・器官、個体の形成と維持の仕組
み」、そして「細胞社会の破綻によって生じる病態発症の仕組み」を明らかにする研究を
行っています。これら研究成果から、予防医学や再生医学の発展に努め、ヒトの健康の
維持・改善に貢献したいと考えています。
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